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議案第１４号 長与町営住宅の設置、整備及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

【提案理由・主な内容】 

 令和５年５月１９日に、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一

部を改正する法律が公布されたことに伴い、所要の改正を行なうもの。改正の内容につい

ては法の条文で使用されていなかった接近禁止命令などの用語が改正後の法に定義された

ことから、条例中、入居者の資格において引用している部分を改正するもの。施行期日を

令和６年４月１日とする。 

以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑：条例の改正が行われることで、運用について何か変わるのか。 

答弁：配偶者からの暴力を受けている人が優先的に入居できるという内容に変わりはな 

い。 

以上のような質疑が行われ、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

議案第１５号 長与町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 

【提案理由・主な内容】 

 道路法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、所要の改正を行うもの。改正の内容

は、占用料の額を定める別表を改めるもの。令和６年４月１日から施行する。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑：今回の改正でどれくらい増額になる試算か。 

答弁：７０万円ほど増額になる見込みである。 

質疑：固定資産税の評価額等を考慮して算定されると思うがその考え方と、時津町、長崎

市とは同じくらいの設定なのか。 

答弁：道路法施行令の中に、第１級地から第５級地までにランク分けしており、本町は、

時津町、長崎市、佐世保市、大村市、島原市と同じ第３級地である。 

 以上のような質疑が行われ、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

 

 

 

審 査 日 令和６年３月１１日～１５日 

出席委員 中村 美穂   堀  真  松林 敏  浦川 圭一  安部 都 

     山口 憲一郎  竹中 悟 

説 明 員 関係所管管理職並びに職員 



議案第１６号 長与町地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正

する条例 

【提案理由・主な内容】 

「嬉里・丸田地区計画」と「長与港地区計画」を本条例の適用区域として追加するもの

で、それぞれの地区整備計画における建築物等に関する制限事項を、別表に追加する。施

行期日は令和６年４月１日とする。 

以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑：長与港地区は準工業地域であると思うが、用途制限を設ける理由は何か。 

答弁：準工業地域は建築できる建築物の種類が広いため、町の工場等設置奨励条例の目的

に即さない土地利用がされないよう、建物の用途を制限する。 

質疑：柵や生け垣の制限を設ける理由は何か。 

答弁：嬉里・丸田地区に設定しているが、塀が高いと閉塞感や圧迫感があるため、見通し

の良い、開かれた団地を形成するために設けている。  

 以上のような質疑が行われ、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

議案第１７号 長与町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 

【提案理由・主な内容】 

 長与町下水道事業における事業計画の変更に伴い、所要の改正を行うもの。排水人口３

７,１００人を３７,２００人、排水区域面積８７５.３６ヘクタールを８７８ヘクタールに

改めるもの。令和６年４月１日から施行する。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑：区域の見直しを行った理由は何か。 

答弁：高田南土地区画整理事業区域内の区域の見直しを長崎市と協議した際に、長崎市と

長与町が隣接している区域の見直しも一緒に行ってはどうかと打診があったため、

それに伴い行った。 

質疑：開発が行われている所は、どのタイミングでこの条例に反映されるのか。 

答弁：区域変更の反映のタイミングは、開発が終わった時点としている。 

 以上のような質疑が行われ、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

議案第１８号 令和５年度長与町一般会計補正予算（第８号） 

【提案理由・主な内容】 

 建設産業部、産業振興課では、繰越明許費補正として岡地区基盤整備事業負担金３８万

３千円、三根地区水路修繕工事６７６万５千円。三根地区水路修繕工事分は、ＪＲ九州と

の設計についての協議に日数を要し、今年度工事着手に至らなかったため、工事費を次年

度に繰り越すもの。歳入では、有害鳥獣の捕獲実績および予測数に応じて県補助金を  



４４万７千円増額計上。歳出では、三根地区水路修繕工事の設計内容見直しにより工事費

を２０２万５千円増額。 

土木管理課では、繰越明許費補正として、長与中央線の舗装補修工事４,８８０万円、

公園施設長寿命化事業５,１００万円。どちらも国の令和５年度補正予算の交付決定によ

るもの。西高田線街路事業２億６,３３７万２千円は、用地購入費および建物移転補償費

で、移転先の確保などに不測の日数を要したため繰り越すもの。 

 都市計画課では、繰越明許費補正として長与町土地区画整理事業特別会計操出金として

１億８,０１３万９千円、一括施工の実施工程上において令和６年度に繰り越すもの。 

 教育委員会、教育総務課では、歳出の教育振興基金積立金は、３億円の積み立てと預金

利息分。学校施設保守・清掃委託料およびＧＩＧＡスクール運営支援センター委託料の減

額は落札減によるもの。 

 生涯学習課では、多目的研修集会施設整備事業は、屋根防水工事の事業費の減額に伴う

地方債の減額。歳出は、人事異動に伴い不要になった人件費や各種事業の事業費確定に伴

う不用額の減額が主なもの。 

 農業委員会では、歳入の農業委員会交付金、農地利用最適化交付金、農地集積・集約化

対策費補助金は、県の交付額決定によるもの。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

建設産業部 

（産業振興課） 

質疑：有害鳥獣被害防止対策事業補助金が増えたのは、イノシシなどの数が増えたのか。 

答弁：イノシシの４月から２月までの捕獲実績が１６３頭で例年より少し多い。 

質疑：地域産業雇用創出チャレンジ支援事業補助金４００万円の減額は全額のようだが、

過去には利用があったのか。 

答弁：４年度に申請があったが、雇用の条件を最終的に満たさなかったため、申請を取り

下げた。 

（土木管理課） 

質疑：西高田線の用地交渉はどのようになっているのか。 

答弁：移転先の選定、移転の方法など、６年度に契約できるよう交渉を進めている。 

質疑：公園の長寿命化対策工事を予定している公園はどこか。 

答弁：池山公園、ニュータウン北公園、丸尾第３公園、西田児童公園、そよかぜ公園で、

遊具の更新を予定している。 

（都市計画課） 

質疑：空き家対策の１００万円の減額の理由は何か。 

答弁：老朽危険空き家の除去解体の補助で２件分計上していたが、申請がなかったため減

額した。 

質疑：土地区画整理費の用地購入費１億９,０７０万９千円の内容と、今後についてはど

うなるのか。 

答弁：西彼土地開発公社で先行取得しているふれあいセンター上段のグラウンド用地の面



積の一部を買い戻すもの。今後も部分的に買い戻していきたい。 

教育委員会 

（教育総務課） 

質疑：要保護、準要保護生徒就学援助費が大きく減額されているが、当初の予定人数から

減となった人数は何人か。 

答弁：当初の予定人数は小学校５校分で３２６人、中学校３校分で１６９人。小学校３３

人、中学校２３人の減となっている。 

（生涯学習課） 

質疑：公民館等施設長報酬の減額の理由は何か。 

答弁：会計年度任用職員と再任用職員どちらが配置されるかによって変わるもので、当初

予算は会計年度任用職員で計上し、再任用職員が配置された場合に減額する。 

質疑：長与町ロードレース大会運営補助金が減額されているが、中止の理由と今後につい

てどうなるのか。 

答弁：コロナ禍で実施できず現在に至っている。スポーツ協会が主催だが、実行するのが

難しいと言われている。 

農業委員会 

 特記すべき質疑はなかった。 

 以上のような質疑が行われ、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

議案第２２号 令和５年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計補正予算 

（第１号） 

【提案理由・主な内容】 

 既定の予算総額に歳入歳出それぞれ３億７,０５６万３千円を追加し、予算総額を１４

億６,１３８万円とするもの。繰越明許費６億４,３３０万円は、令和５年度分の事業費の

一部と、国の追加補正に伴う増額分を併せて繰り越すもの。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑：保留地処分金が約７,０００万円減額された理由は何か。 

答弁：４宅の保留地の販売と付け保留地２件を予定していた。契約が済んだものもあるが

歳入が確定していないため、減額した。 

 以上のような質疑が行われ、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

議案第２３号 令和６年度長与町一般会計予算 

【提案理由・主な内容】 

建設産業部 

（産業振興課） 

 中山間地域等直接支払交付金１,１５３万６千円は、木場・大越・塩床・馬込一本松の



４地区における耕作放棄地発生防止対策分。新規就農者育成総合対策事業補助金１,９５

０万円は、４人に対して支給予定。ふるさと長与応援寄附金を令和４年度決算額から１億

５,０００万円と想定し、必要な経費を計上。長与・時津シルバー人材センターへの運営

補助金として、９４５万２千円。長与町有害鳥獣被害防止対策事業補助金３２０万円は、

イノシシ・アナグマ等に対する捕獲事業および狩猟免許取得に対する町単独の補助で、昨

年度多くの相談があり増額計上。長与町工場等設置奨励金３,９２９万６千円は、令和３

年５月に開業した事業者が対象。 

（土木管理課） 

町道等維持補修工事費１億７,０００万円は、昨年度からの継続事業で吉無田女ノ都線

の舗装補修工事、新規事業の町道３工区１９号線他１線法面維持工事などを予定。町道新

設工事費５,３４３万円は、町道柳田椿林線道路新設工事を予定。公園緑地管理費の測量

設計委託料１,３００万円は、中尾城公園の設計業務委託を予定。工事請負費９,６２２万

円は、通常の維持工事と長寿命化対策事業としてアヴィス公園の遊具更新工事、道ノ尾街

区公園および平尾公園の新設工事を予定。 

（都市計画課） 

下水道施設事業費負担金３,５４０万円は、高田南土地区画整理事業の施行地区内にお

いて長崎市が施工する汚水管布設工事に対する負担金。急傾斜対策工事費３,５００万円

は、令和４年度からの嬉里郷古園地区の急傾斜地崩壊対策工事費。土地区画整理費の操出

金１０億５,２７１万円は、長与町土地区画整理事業特別会計への操出金。 

教育委員会 

（教育総務課・学校教育課） 

 ＧＩＧＡスクール運営支援センター委託料小学校５３１万４千円、中学校３１８万９千

円は、ヘルプデスクの運営やネットワークトラブル等の対応、教員のＩＣＴ研修など。電

算機器借上料小学校３５５万７千円、中学校１４９万６千円は、電子黒板小学校９３台分、

中学校３９台分。ＬＥＤ照明賃借料２８０万円は、長与小学校の照明をＬＥＤ照明器具へ

更新するもの。校舎整備工事費小学校５７０万円は洗切小、北小のトイレ洋式化工事。中

学校５８７万４千円は、長与中、第二中の特別教室のＬＥＤ化工事と長与中、高田中のト

イレ洋式化工事。学校給食費の賄材料費２億５５０万円は、小学校児童および学校関係者

２,６４２名掛ける月額４,６５０円掛ける１１カ月分、中学校生徒および学校関係者１,２

１１名掛ける月額５,２８２円掛ける１１カ月分の食材費を計上。雑入の学校給食食材費

負担金を充当する。 

（生涯学習課） 

 公民館費の修繕料１２９万７千円は、長与町公民館和室の畳補修、高田地区公民館図書

室の多目的トイレの便座交換や、上長与地区公民館の熱感知器取り替え等。工事請負費  

１１９万４千円は、上長与地区公民館の和室空調工事や、高田地区公民館の男子トイレ洋

式化工事などを計上。文化施設管理費の電気使用料１,１４５万９千円は、電気調達方法

変更による仕入れ方法が不調に終わり、通常の状態での電気料となり、大幅な増額。保健

体育総務費の地域スポーツ活動推進事業委託料１,１００万円は、休日部活動の地域移行

について、学校教育課と共に生涯スポーツの一環として事業を継続していくもの。体育施



設管理費の設計監理委託料３３１万２千円は、武道館屋根改修工事設計委託料を計上。体

育施設整備工事費１４７万９千円は、体育館の壁面補修工事やテニス広場の時計設置工事

を予定。 

農業委員会 

 農地利用最適化交付金３４４万円は、農業委員や推進委員が農地利用の最適化に資する

活動を行った場合の活動実績および成果に応じた委員報酬の加算分、および農業委員会事

務局の経費の財源。農地集積・集約化対策費補助金８５万２千円は、農地利用状況調査に

係る経費および農地台帳の整備に係る経費に充当する。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

建設産業部 

（産業振興課） 

質疑：基盤整備事業は、岡地区の何箇所が整備され、何人の生産者が利用を希望している

のか。また完成年度はいつか。 

答弁：３地区で合わせて１０.７ヘクタール、基盤整備完成後に新たな担い手が１０人程

度希望している。完成年度は令和１０年を予定している。 

質疑：長与町工場等設置奨励金の金額の算定根拠は。 

答弁：町内に土地を取得し、工場等を新設または増設した事業者に対する奨励金で、該当

する土地、建物および償却資産に課する固定資産税の税額相当額。 

（土木管理課） 

質疑：町道新設工事費の場所は。 

答弁：組合施行の椿林土地区画整理事業の下の所から、高田中学校の外周道路に接続する

道路を予定している。 

質疑：中尾城公園の測量設計委託料の内容は。 

答弁：中尾城公園の草スキーなどの劣化に伴う遊具更新と、スパイラルスライダーの撤去

に係る設計委託料。 

（都市計画課） 

質疑：町営住宅の住宅使用料が減少している理由は何か。 

答弁：居住する人の所得に応じて使用料の額が決まるため、平均値が下がる傾向にある。

使用する部屋の数は昨年度と変わらない。 

質疑：急傾斜対策工事費３,５００万円は継続事業だが今後の予定は。 

答弁：令和５年度から７年度まで対策工事を行う予定。 

教育委員会 

（教育総務課・学校教育課） 

質疑：あたらしい学校づくり検討委員会を新たに立ち上げて義務教育学校制度の検討をす

るのはなぜか。 

答弁：いろんな立場から意見を頂きながら、義務教育学校制度を含めた義務教育制度の在

り方について研究を進めていくため。 

質疑：給食共同調理場の真空冷却機導入について、機器はどれくらいもつのか。 



答弁：３０年近く稼働していたものが壊れて更新する。メーカー推奨の耐用年数はそれよ

りも短いと思うが、財政面も含め相当期間使っていきたい。 

（生涯学習課） 

質疑：子ども会に属さなくても球技大会に参加する事はできるのか。 

答弁：子ども会がない地域の人も、混成子ども会に入って参加することが可能となってい

る。 

質疑：新図書館整備計画検討委員会は閉じられたのではないのか。 

答弁：検討委員会は閉じていない。６年度も予定している。 

農業委員会 

質疑：農地利用最適化交付金の金額が５年度より倍近くになっているが、活動の内容は。 

答弁：５年度は補正で増額計上している。事業の内容は変わらず、農地利用の最適化にか

かる経費に充当される。 

質疑：農地利用状況調査の後、耕作放棄地などがあった場合の対応は。 

答弁：農地調査の後、意向調査を行い、貸したい、売りたいという情報を得た後、産業振

興課と協議をしてつなげていく。 

 以上のような質疑が行われ、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

議案第２７号 令和６年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計予算 

【提案理由・主な内容】 

 令和６年度の予算総額は、歳入歳出それぞれ１４億７,５９０万円。歳入の主なものは、

国庫補助金３億３,９５４万６千円、県補助金８,１６４万円、一般会計繰入金１０億５,２

７１万円、繰越金２００万円。歳出は、高田南土地区画整理事業にかかる長崎県への事業

委託料として１４億６,６７５万円。内訳として工事費１１億６,７５０万円、測量試験費

２億１,４００万円、補償費５,５００万円、その他として３,０２５万円。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑：保留地の処分はどれくらいになるか把握しているか。 

答弁：一般の宅地として販売を予定している分は、約３０宅地、５,５００平米程になる。 

質疑：一括施工の最終年度になるが、物価高騰などで全体としてどの程度金額が上がった

のか。 

答弁：当初の一括施工の金額が約４８億円で、今は約５２億円となっている。 

 以上のような質疑が行われ、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

議案第２８号 令和６年度長与町水道事業会計予算 

【提案理由・主な内容】 

 令和６年度末の給水戸数を１万６,０１０戸、年間総給水量は３５２万８,９８５立方メ

ートル、一日平均給水量は９,６６８立方メートルと見込み、主要な建設改良事業費とし



て５,１３５万１千円を計上。収益的収入では水道事業収益７億９,１６２万５千円を見込

み、収益的支出では水道事業費用７億６,６２６万２千円を予定。資本的収入では１億６,

２０２万９千円を見込み、資本的支出では３億８,３６５万６千円を予定。資本的収入額

が資本的支出額に対し不足する額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額と、

過年度分損益勘定留保資金で補塡する予定。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑：能登半島地震ではライフラインがなかなか復旧していないようだが、水道管の耐震

性について本町の現状はどうか。 

答弁：町内の水道施設も老朽化が進んでおり、更新を行う際には、耐震化に適合する管を

布設し、管の更新および耐震化を計画的に行っている。 

質疑：新浄水場整備の基本設計の予算が入っているが、今後のスケジュールは。 

答弁：スケジュールとしては、令和５年度から６年度にかけて基本設計、要求水準書の作

成。６年度から７年度に事業者の選定。７年度から１２年度まで詳細設計、建設工

事。１２年供用開始を目指している。 

 以上のような質疑が行われ、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

議案第２９号 令和６年度長与町下水道事業会計予算 

【提案理由・主な内容】 

 令和６年度末の排水戸数を１万５,８３０戸、年間総排水量を３３８万２９９立方メー

トル、一日平均排水量を９,２６１立方メートルと見込み、建設改良事業費６億７,２３８

万５千円、このうち補助対象事業として５億２,６５０万円を計上。収益的収入では下水

道事業収益９億７,２９４万７千円、収益的支出では下水道事業費用９億５,６１４万９千

円を予定。資本的収入では５億３,９９２万７千円、資本的支出では８億５,４８２万６千

円を予定。資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額と過年度分損益勘定留保資金で補塡する予定。 

 以上の説明があった。 

【主な質疑】 

質疑：ストックマネジメント計画策定はどのようなものか。 

答弁：第２期として、令和７年度から１１年度までの改築更新事業の５カ年計画を策定す

る。 

質疑：マンホール蓋の改築工事で６年度は６７カ所予定されているが、町全体の個数と耐

用年数はどれくらいか。 

答弁：マンホール数は約８,２００個、耐用年数は車道にあるものが１５年、歩道にある

ものは３０年である。 

 以上のような質疑が行われ、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 


